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　はじめに

モンガラカワハギ科ソロイモンガラ属 Melich-

thys は，口が端位であること，歯が白いこと，両
顎の先端の歯が門歯状であること，鰓孔後部に骨
質の肥大鱗があること，眼前に 1 縦溝があること，
背鰭第 3 棘が短く体背縁からわずかに突出するこ
となどの形質によって特徴づけられる（Matsuura, 

1980, 2014）．本属は世界で 3 種が知られ（Matsuura, 

2014），そのうち，日本国内からはソロイモンガ
ラ M. niger (Bloch, 1786) とクロモンガラ M. vidua 

(Richardson, 1845) の分布が確認されている（林・
萩原，2013）．

2017 年 7 月 6 日に沖永良部島沖から 1 個体の
ソロイモンガラが採集された．本標本は鹿児島県
における本種の標本に基づく初めての記録となる
ため，ここに報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測は，Matsuura (1980) にしたがっ
た．標準体長は体長と表記し，体各部の計測はデ
ジタルノギスを用いて 0.1 mm までおこなった．
ソロイモンガラの生鮮時の体色の記載は，固定前
に 撮 影 さ れ た 沖 永 良 部 島 産 標 本（KAUM–I. 

101800）のカラー写真に基づく．標本の作成，登
録，撮影，および固定方法は本村（2009）にした
がった．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合

研究博物館に保管されており，上記の生鮮時の画
像は同館のデータベースに登録されている．本報
告中で用いられている研究機関略号は以下の通
り：HMNH（比和町立自然科学博物館）；KAUM（鹿
児島大学総合研究博物館）；TUFO（東京海洋大
学）．

　結果と考察

Melichthys niger (Bloch, 1786)

ソロイモンガラ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 101800，体長 254.0 mm，鹿児
島 県 沖 永 良 部 島 国 頭 沖（27°25'27"N, 

128°42'32"E），水深 20 m，2017 年 7 月 6 日，釣り，
川間幸男・川間力士．

記載　頭部縦列鱗数 22；体側縦列鱗数 58；背
鰭鰭条数 III, 33；臀鰭軟条数 26；胸鰭軟条数 16．
体各部の体長に対する割合（%）最大体高 53.0；
臀 鰭 起 部 に お け る 体 高 47.1； 頭 長 19.1； 吻 長
20.9；眼径 4.1；鰓孔開孔長 7.2；吻端から第 1 背
鰭起部までの距離 29.8；吻端から第 2 背鰭起部ま
での距離 56.5；吻端から臀鰭起部までの距離
65.0；吻端から腹鰭起部までの距離 53.3；第 1 背
鰭 と 第 2 背 鰭 間 の 距 離 24.8； 第 2 背 鰭 基 底 長
41.2；臀鰭基底長 35.4；背鰭最長軟条（第 3 軟条）
長 18.7；臀鰭最長軟条（第 4 軟条）長 18.7；胸鰭
軟条長 12.0；尾柄高 9.2；尾柄長 12.2；尾鰭長
26.5．

体は前後方向に長い卵型で強く側扁する．体
背縁は吻端から第 1 背鰭起部までは弧を描きなが
ら上昇し，そこから第 2 背鰭起部までは緩やかな
弧状．その後，体背縁は第 2 背鰭起部から尾柄部
中央にかけて下降し，尾鰭基底にかけて再び上昇
に転じる．体腹縁は吻端から腹鰭起部にかけて急
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激に下降し，腹鰭後方から尾柄部中央にかけて上
昇し，尾鰭基底に向け再度下降する．胸鰭は楕円
形で，その基底上端は鰓孔下端直下に位置する．
腰骨後端には鞘状鱗を有する．第 1 背鰭起部は鰓
孔直上，第 1 背鰭基底後端は胸鰭後端直上にそれ
ぞれ位置する．第 1 背鰭は第 1 棘が最長で，第 2

棘は第 1 棘の半分程度の長さ．背鰭第 3 棘は小さ
く，体背縁からわずかに突出する．第 2 背鰭起部
は肛門の直上，第 2 背鰭基底後端は臀鰭基底後端
直上にそれぞれ位置する．第 2 背鰭背縁は起部か
ら第 3 軟条後端にかけて急激に上昇し，その後，
最後軟条後端にかけて緩やかに低くなる．背鰭軟
条は第 1 と第 2 軟条を除き，全て分枝する．臀鰭
起部は背鰭第 4 軟条起部直下に位置する．臀鰭外
縁は起部から第 3 軟条にかけて急激に下降したの
ち，緩やかに上昇する．臀鰭軟条は第 1 から第 3

軟条を除き，全て分枝する．尾鰭は二重湾入型で，
両葉の後端はやや伸長する．口は端位でやや上を
向く．両顎の先端の歯は門歯状．眼の前方に縦溝
がある．鰓孔後方，胸鰭上方に肥大した骨質鱗が

ある．
色彩 （Fig. 1）　生鮮時の色彩 ― 体は一様に黒

色．吻部から眼後方の背部にかけての鱗は淡い山
吹色を呈する．眼を中心に，前方から上方にかけ
て放射状に灰青色帯がある．眼よりも下方の頭部
側面と体側後部の鱗は暗い桃色で縁取られる．下
顎先端から肛門にかけての体腹面と眼の後方から
第 2 背鰭起部前方にかけての体側上部の鱗は空色
に縁取られる．歯は白色．各鰭は黒色．第 2 背鰭
基底部と臀鰭基底部にそれぞれ体背縁と体腹縁に
平行な白色線がある．尾鰭後部には，尾鰭後縁と
平行な細い白横線がある．

固定後の色彩 ― 体側各部の淡色部は消失し，
体側は一様に暗色となる．各鰭は濃い茶褐色．第
2 背鰭基底部と臀鰭基底部の白色線は明瞭．

分布　本種は三大洋の熱帯域に広く分布する
（Matsuura, 1980, 2014； 松 浦，1997; Allen and 

Erdmann, 2012；林・萩原，2013）．国内では，こ
れまで南鳥島，小笠原諸島［小笠原群島，火山列
島（北硫黄島，硫黄島，および南硫黄島）］，大東

Fig. 1. Fresh specimen of Melichthys niger. KAUM–I. 101800, 254.0 mm standard length, off Kunigami, Okinoerabu-jima island, Amami 
Islands, Kagoshima Prefecture, Japan.
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諸島（南大東島），沖縄諸島（沖縄島），八重山諸
島（西表島），および尖閣諸島から報告されてお
り（青柳，1950; Matsuura, 1980；東京都水産試験
場，1994；Randall et al., 1997；松浦，1997；吉郷，
2004；林・萩原，2013），本研究により，奄美群
島沖永良部島における分布も確認された．

備考　沖永良部島産の標本は，鰓孔後部に骨
質の肥大鱗があること，眼の前方に 1 縦溝がある
こと，両顎の先端の歯は門歯状であること，背鰭
第 3 棘が著しく小さいことなどが Matsuura (1980)

によって定義された Melichthys 属に同定された．
また，第 2 背鰭と臀鰭が黒くその基底に白色線が
あること，尾鰭両葉がやや伸長すること，および
尾鰭後縁が白く縁取られないことが Matsuura 

(1980) や Allen and Erdmann (2012)，林・萩原（2013）
の報告した M. niger の標徴とよく一致したため，
本種に同定された．ソロイモンガラは唯一の日本
産同属種であるクロモンガラと体が一様に黒いこ
とで類似する．しかし，ソロイモンガラは尾鰭両
葉後端が伸長すること（クロモンガラでは尾鰭が
截形），第 2 背鰭と臀鰭が一様に黒色を呈し，基
底部に白色線があること（第 2 背鰭と臀鰭は一様
に白色を呈し，外縁が黒色に縁取られる）によっ
て識別される（林・萩原，2013）．

現在，M. niger に対して用いられる和名ソロイ
モンガラを提唱したのは蒲原（1940）である．彼
は本種の学名を M. radula (Solander, 1848) とし，
本種が琉球列島で採集された記録があるとした

（詳しい産地は不明）．青柳（1950）や吉野ほか
（1975）もソロイモンガラの学名として M. radula

が使用されたが，Berry and Baldwin (1966) によっ
て M. radula は M. niger の新参異名であることが
明らかにされた．

青柳（1950）は沖縄島から，Matsuura (1980) は
南 鳥 島 か ら 得 ら れ た ソ ロ イ モ ン ガ ラ 2 個 体

（TUFO-1151, 1158）を報告した．火山列島では，
西村ほか（1988）が北硫黄島から，東京都水産試
験場（1994）が硫黄島と南硫黄島においてソロイ
モンガラが目視観察されたことを報告した．松浦

（1997）は西表島の水深 7 m において撮影された
本種の水中写真を報告した．吉郷（2004）は南大

東 島 西 岸 の 山 羊 道 か ら 得 ら れ た 本 種 1 個 体
（HMNH-P 6564）を報告した．林・萩原（2013）
はソロイモンガラの国内における分布域を総括す
ると同時に，本種の尖閣諸島における分布を報告
した．したがって，本研究で記載した沖永良部島
産標本は鹿児島県における本種の初めての記録と
なる．
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